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質疑応答内容

参加者アンケートより

当日の様子（動画）の配信について

2023年12月8日（金）に2023年度第2回FD教員セミナー「大学教育における著作権について」をオンラインにて開催しまし
た。本セミナーでは、関係法令が毎年のように改正され、理解が難しい部分もある著作権について、関西学院大学高等教育推
進センター教育技術主事の武田俊之氏にご講演いただきました。著作物を授業で自由に使えるケースや生成AI利用時の著作権
の問題点等も紹介されました。質疑応答では具体的な事例に対して回答をいただき、参加者は理解を深めることができました。
本学では、大学教員を目指す大学院生・ポストドクター等のキャリア支援を目的とした「プレFD」の取り組みを実施してお

り、今回のセミナーはその対象である博士後期課程学生12名も参加しました。教育開発・学習支援センターでは、今後も内容
に応じて博士後期課程学生も対象に入れた教員セミナーを実施予定です。
＜参加者数：70名 ＞

【お問い合わせ】教育開発支援機構 教育開発・学習支援センター
Webサイト：https://www.hoseikyoiku.jp/lf/

Q．海外の歌謡曲（1曲全部）を対面授業で使用したいが問題ないか。

A．補償金制度（SARTRAS）は海外の著作物についても権利制限が及ぶた
め利用は可能だが、１曲全部を授業で使用することについては問題となり
うる。なぜ１曲全部を使う必要があるかを説明できるようにしておく必要
がある。

Q．テレビドラマの一部を対面授業で使用したいが問題ないか。
A．テレビドラマを録画し一部を授業で視聴させることは問題ないが、市販
のブルーレイディスクやDVDを流す場合は、別途ライセンスが記載されて
いる場合もあるため注意が必要である。権利者の権利を奪わないことがポ
イントである。

Q．テレビ番組を自分で録画し、授業で学生に視聴させたいが問題ないか。
A．学生に視聴させる部分を限定したほうが良い。また、授業の目的上視聴
させる必要があるということを明確にしておけば問題ないと考えられる。

Q．図書館で購入している電子ブックをスクリーンショットし対面授業で使
用することは問題ないか。
A．電子ブックのライセンス上どのようになっているかによるが、特に言及
がなければ問題ない。

 疑問に思っていたことがたくさん解決しました。どうもありがとうございました。
 幅広いグレーゾーンが存在し、そこに対していかに対策を取っておくかということの重要性を認識できたことは良かった

です。
 著作権（法）をめぐる議論ではしばしば曖昧な部分が伴い、学説が交錯する場面も少なくありません。こうした「グレー

ゾーン」を受け入れるとする観点からのご説明は非常に有益で参考になりました。
 著作権に対する自分の理解が概ね間違っていないことがわかり、安心するとともに、今後もデータ使用をきちんと考え、

記録に残すことを徹底しようと思いました。自分が知らない資料もあり、参考文献を提示してくださったのが助かりま
した。

 授業についてフォーカスを当て、具体例と共に授業での著作権の扱いについて説明して頂いた点が良かったです。特に、
講義と課外活動の違いなど、分かりにくいところにも適宜説明を加えていただき、助かりました。

 学生が提出するレポートを尊重し、著作権がある、とするご説明に同感です。
 AIについての直近情報が聞けたことが大変有意義でした。
 博士後期課程に在籍しており、研究方法に関係するので参加させていただきました。このような有益なセミナーを大学院

生も参加可としていただき、お礼申し上げます。

今回のセミナーについては、講演者より当日の講演（動画）の配信について許可いただきました。
視聴されたい方は、法政大学オンデマンドシステム https://hosei-kyoiku.jp/ondemand/にログインし、
「Z23011_大学教育における著作権について（2023年度第2回FD教員セミナー）」からご覧ください。
配布された資料もダウンロードできますのでご活用ください。（2024年3月末迄）（2024/2/9変更）

https://hosei-kyoiku.jp/ondemand/

